





































超 ， 名.1作用 1_ PH 
|時間 1-2.02.5 3.0 :3・5 4.0 4・55・o5.5 6.06.5，'7.07・58.08・59・09・510.0
PellicilJ.ium expansum くlf.1f汁熔養液)UDU~ 12時間 + *棚r 州fHKIl+)句骨~tlt) f仕掛骨土"で
1 " (菌糸抽出稜) 13時間骨骨骨 tlt i枠 1* *州イ州)-*土ー
Bacilus natto 
食型車無添加1%ぺプト ν水)11時間 ー土土+件情惜州側、 fHtffiilt
" fI I く同上7セトシにぞ詑喜重) 13時間 l 骨骨材州 iltfHtfH十fHt1t
El'winia u.roideae • 食糧無1m加l，~~プトシ水) 13'時間 一::t: t十件iIt fHt州側*土
" " く同土アセトシ1:て沈澱) 13時甲 骨術情骨土ー
S示chal'omv三c一escerevisille く華号芽汁ti惹夜r~ "U'~~ 12時間+* fH十州柵:mJ朴 土 ー
骨 "く蘭櫨摘出液)" j 6時間朴 m 州fHt iIt * + ー




Peniclllium叫 answuは 36-35(培養液)5.5 















臨 福 名 |作用仲間 200c 
Penicillinmezpansum | 1時間
く倍養指E、起姐 PH4.6) 土 '十
世 " 2時間s&くG蘭il糸UI摘m出t液toPH5.5〉
く省建液 PH7.0) 1時間 土 + 
1/ 脅 2時間CTセトシ1:て沈澱PH7.0) ， 
Erwinia aroideae 2時間C担雪量豊液 PlI6.0) + 
fI " T~ トーにで沈澱PH6.0) 2時間 土' 
Sacchar皆o様myPcHe8cerevisiM 
〈階建 4，0) 4時間 土 市
l' /1 -く蘭也捕出稼 PH4.6) 6時間
Penlcill!uru ~xpansum に於て buffe~ ぞ加へ








菌 種 45 1600C ~~oC 閥
Penicillium 4eJz8p3 ansbm 
C省建措置 PH 土 it 
" 開くB菌ac糸il抽US出n1a夜tPoH 56〉 土 廿
(熔餐液Pl証7.6) + it十
" " ぐ_l!;可ErWセ1トシt:.てt澱 PH7.0) 十 it 
nai PaHroi6 deM 
く情事E滅 的 it 
N. " 
4e(EM7gcz4h，E液aトroシP血にH7cて4e.s0枕〉e澱eraPvHisi6a白0) it ーー. it 











Bacl1lu8回 ttoの plotopec緑町aseは amylue 
gooc 350C 4000 4bOC 加。c
* + 
* * * 十
f十
f十
it十 +1甘く制t) lIlIく柵〉 it十 * 土特C+) * * + 土# it 品十 itClII) 十社 土
十社 it it十 itく日11)" * 土
it十 it 怖く柵)itC'Hi) * 一• + * 骨にit十)itC制衿 + 一
it 制くitD 4俳 + ー. 
it it サ 土 ー
貧サ血lPenkmill- 薬n剖品凪m道1 BPacEilus 柔n依aj己0目t!
O.∞ 6.自 制〈僻〉 6.8 廿
0.25 5.8 僻 6.8 it十
D.5 5.8 I it 6.7 t 
1.0 .6.8 士 6.6 4 




硫土Cm酸滋01穫苦.3 i l1 PA M-mv山"，~a，'I山m刷 11酸く斐m化01.舌度 I~・extlド-〓岬aum岨B. n.tto '. I ~_ _;~ I B.natto 
Q.∞ " ~く惜) Jサ O.∞ 猟{骨t) Tγ 
0.01 it 僻 0.01 it it 
0.02 il' サ 0、02 it t 









0.00 5.9 1li (柵) 6.8 it 
0.Q1 5.8 it 6.7 . +. 
0.02 6.7 1t. 6.7 土
0.05 5.6 土 6.6 











2) Penicllllum expansWD 5acc;batomyces ce-
吟vlsi践の protopèctlnase の適温は 4ð-45~C
である.Envfola aroidea6は4d-dO・CB制 UUI
tlato f玄関。C 附~で箸じ〈高温1;[結果を示
した。 protopect!nasoは 60-邸・c80分にし
て完全に破績された.
3) Brown は苦土盟による特殊な阻害作用を
指摘してゐるが、かhる作用は認められ?、民
封に Bacillusnattoの protopectinast!に劃じで
は Amylas圃同様瞳類の促準作用を認めた.
終りに本質臓に際し終始御懇篤な御指噂~賜
った恩師片桐英郎先生、に封し探謝の意を表す.
病審議防用薬剤の効果の研究第 2報
稲の成葉に於りる稲胡麻薬枯病に劃する猿防効果 (概報〉
西門義一中山隆夫宮脇雲夫
1・紺 冒時局下食糧の増産機保の上には
島章柴聞の効力検定の方法確立が急聾ある。
筆者等は轟にその効力検定の一方法ざして顕微
鏡用載物硝子を供用し、総胡麻薬枯病菌、稲熱 '.
病薗及小~赤雛病薗の分生胞子に3討する各種襲
剤溶液の費芽制止力を試験しt:.其結果は本研
境第1報乏しτ報告Lた (1襲撃研究 35:1邸-
"97. 1943) 之は更に各寄主杭物にう急足掛定
した上でないさ確質性が少ない.夫故筆者等は
、植木鉢に栽培した稲の葉につきて、稲胡麻薬枯
病費生防止上各種農業薬剤の効力を槍定した。
其方怯主主に結果の概要ぞままに報告する.
2・寅験の方法
(1)供試帽苗の裁培直冊目糎深さ20樋のト
タン製圃筒形のf直木鉢〈面積約5高分の1段〉
に紳カ彊の苗~1塊宛植付り普通の方法で施肥
議培じた.斯〈した宿で1稗の先端から 3葉ぞ ・
供誤する事さし、働かでも病理を都あ得る物或
は傷つきたる薬は凡て身除し℃、無病J健全なる
3~鹿のみを践しτ供用した.
(2)紫液の調製及撒布供試農業用策剤の稀
緯或は調製及撒布は本研究の第1報に記載じた
さ同様である.卸ち各種温度に調製した供試襲
剤波に、電動力iこふる盤搾室銭高F選り之を噴口
に連絡して、噴出せしめ撒布した。 此際~搾宰
気はグーヂlこよりて、常に δ封度の歴カとたる
様に加減調整した.撒布に供用する稲葉は前記
の如〈に穀培し允物で、之をト7鉢宛、霊都
軸の上九水平にiaI_i樽U得る囲板(直径回揮〉上
tこ載せ、其軸を電気蛮動機に連格し約2・5秒間
に1回の蓮きで回縛せしめた.斯〈して回暢せ
る稲葉に封し、襲接会各3tl秒間宛撒布じた2 撒
昏の後は静かな魔に放置して、 j散布した襲液が
自然蒸費によりて葉面に間着する様にしに.
(3)供試薗株並に夫の胞子噴轟轟に本研究
室てサ7離した宿胡麻葉結病菌の多数の薗除の内
で、分生晦子の形成の特に良好な薗株(第1089
系薗)を供用した，稲葉煎汁軍基天培養基に犠付
けて胞子を形成せし.め唱乏を殺菌水中じさり分
生胞子浮蹄液を作った.此浮辞波の調製法は本
研究第1報さ同様で、其抱子の濃さは1漏令載
物硝子上に取り検鏡(約140協〉して、ム視野に
(16) -16-
